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1. 概要 
近年の日本では、少子高齢化などの社会問題が深刻な状況

となってきており、特に市町村を取り巻く現状は、極めて深

刻な状態であると言える。その要因と考えられるのは、長引

く景気の低迷、少子高齢化の進行、経済・雇用環境の悪化等

であり、地域間格差の拡大などを背景に危機的な財政状態も

こうした問題として挙げられる。これらの状態から鑑みるに、

地域経済の活性化は必須、というより、急を要する極めて重

要な課題である。 

2. 背景 
本研究では、安芸市の地域活性化を取り上げる。安芸市に

焦点を当てた理由は、私自身が安芸市に在住しており、人口

減少・高齢化が進んでいく現状を身近に感じ、安芸市に対し

て危機感を抱いたことがきっかけである。実際に私の身近な

友人達を始め比較的若者が、進学や就職などで安芸市を離れ、

高知市や県外などで住んでいる。つまり、若年層の人達が地

元を離れていくことで安芸市の人口減少はますます悪化して

いくことが明らかであり、そうなると高齢化率にも大きく影

響してくる。統計的に見てもわかるが、安芸市の人口は 1990

年では 23,739 人であったが、2013 年では 19,047 人と 4,692

人も大きく減少していることがわかる。また、高齢化率に関

しても見てみると、2005 年では 29.14％だったが、2010 年

では 31.9％と上昇している。数字によっても安芸市の問題点

を改善していかなくてはならないことが読み取ることが出来

る。 

若者が地元を離れることで地元の農業や工芸などの文化の

後継人不足が深刻な問題となり、安芸市の第一次産業が徐々

に衰退していくことになる。そうなると安芸市の財政状況も

悪化が進むばかりで財政力が衰えていき、経済が成り立たな

くなってしまう。このような人口減少・高齢化が進むことで

考えられる様々な問題の改善を急務として取り組んでいかな

くてはならない。こういった現状を見て、安芸市を活性化さ

せ、人々が豊かで生きがいを持てる「まちづくり」をするに

はどうすれば良いのであろうか。 

3. 目的 
そこで本研究の目的は、安芸市の地域活性化の取り組みと

して、安芸市出身の人物を町の魅力として活用する手段につ

いて模索し、活性化にどう活かしていけるかについて、その

メカニズムを解明・提案していくことである。 

4. 研究方法 
本研究では、安芸出身の岩崎弥太郎を活用して地域活性化

へと導く方法を研究していく。その理由として、岩崎弥太郎

は、三菱財閥の創始者であり、商いの神様と呼ばれるほど人

物であることから魅力のインパクトとしては大きいと考える

からである。 

岩崎弥太郎を活用したイベントの代表ともいえるものが、

「土佐・龍馬であい博」と「商い甲子園」である。これらに

関するヒアリング調査を行い、現状と課題を分析する。そし

て、安芸市を活性化していくためのさらなる取り組みについ

て提言していくこととする。それにより、より良いまちづく

りの方法についてまとめてみたい。また、その過程で、他県

で有名人を活用して、地域おこしに成功した事例を調査・分

析し、安芸市にどう適応させることが出来るかを検証・提案

していくこととする。 

5. 安芸市についての概要 
5.1 安芸市の歴史 
土地的視点からの歴史では、安芸市の地名は 16 世紀までこ

の地帯を支配していた安芸氏という豪族の人物が由来である

とされている。672 年の壬申の乱に敗れて土佐に流された左

大臣・蘇我赤兄の子孫と称した豪族・安芸氏が、代々安芸地

方を領有し、戦国時代末期、四国統一の軍を進める長宗我部

元親との合戦に滅びるまでの約 300 年間、土佐 7 豪族の中で

もその権威と名門を誇っていた。 

その後、長宗我部氏の時代は約 30 年間続いたが、江戸時代

に入ると土佐藩領とされ、藩主・山内一豊の重臣・五藤為重

が安芸を知行することになり、以後、明治に至るまで歴代支



配してきた。 

 明治時代になると村や浦が合併を繰り返し、1889 年に 9 村

となり、1897 年には安芸村が町制を敷き、安芸町となり、1943

年には穴内村が安芸町に合併した。1954 年に 8 町村が合併し

て安芸市が誕生した。 

商業的視点からの歴史では、江戸時代まで遡る。その時代

では、安芸地方の山間部からは木材・薪・炭・が豊富に採取

され、これらを安芸川・伊尾木川を利用して筏で河口まで運

び、船に積み替えて大阪市場まで送られた。当時、大阪市場

へ送られる土佐薪の量は、市場全体の 6 割を占め、多い時に

は薪代金が 1 年間に銀 1 万貫もあった。これは土佐藩の収入

銀の約 2 倍に相当し、その大半が安芸郡の所得であった。安

芸だけでなく近隣の田野・奈半利・野根も木材の移出港とし

て栄え、安芸郡を中心に土佐廻船業は発展し、大型廻船が次々

作られるなど海運で安芸は繁栄した。現在でも海運業で栄え

た以前の町並みの名残が伺えるほど移出港として繁栄した当

時の凄さが想像出来る。 

図 5.1 過去の安芸漁港の情景 

 
5.2 安芸市の特色 
 安芸市は、県都・高知市から東へ約 40 キロに位置し、南は

土佐湾に面しており、北は四国山地に背にする美しい自然に

囲まれた高知県東部の中核都市である。 

 安芸市は、食材面では全国最大級の施設園芸地帯からなる

ナスは出荷量で日本一を誇り、健康野菜としてミョウガやし

しとうなどの収穫も行われており、柚子やちりめんじゃこの

産地として豊富な食材が揃っている。 

また、文化面でも明治時代の野良時計、国の重要伝統的建

造物郡保存地区に選定された土居廊中の町並み、岩崎弥太郎

生家と三菱グループ源流の地、書道・童謡・陶芸のまち、阪

神タイガース・大学・高校野球のキャンプなど、「歴史と文化

の香るまち」、「スポーツキャンプのまち」としての魅力を有

している。 

6. 岩崎弥太郎について 
6.1 岩崎弥太郎の生い立ち 
 岩崎弥太郎は、1834 年 12 月 11 日に、土佐国安芸郡井ノ口

村（現在の高知県安芸市井ノ口）の地下浪人の家に生まれる。 

1854 年、初めて奥宮慥斎について江戸に出て、昌平黌の教

授であった安積艮斎の門下に入り、教えを受けた。その２年

後には、弥太郎の父、弥次郎が井ノ口村の庄屋と喧嘩して重

傷を負わされる事件があり、帰郷した。その際、藩の役人に

不当を訴えた弥太郎が逆に投獄され、約 7 ヶ月間の入獄を体

験した後、出獄したが、追放処分となり、高知城下近郊の神

田村に移り住んだ。この時、弥太郎は 25 歳で吉田東洋の門下

生となり、後藤象二郎や福岡孝弟らと知り合うこととなった。 

1859 年、吉田東洋の推挙で郷廻りの役に就き、初めて長崎

へ行った。しかし、語学力の無い弥太郎は外国商人との交渉

ごとが苦手であり、翌年無断で帰国したため、職を解かれて

しまった。東洋の死後は、後藤象二郎に登用され、藩の開成

館や土佐商会でその手腕を発揮する。 

1870 年、開成館大阪商会が設立され、弥太郎が経営にあた

る。1 ヶ月後には、名称を九十九商会と改称する。現在の三

菱の商標である菱形文様はこの時決められたということであ

る。翌年の 1871 年に廃藩置県に伴い、土佐藩所有の船舶の

払い下げを受け、1872 年には三ツ川商会と改名した。1873

年に三菱商会と改名され、これを契機として発展することに

なった。 

三菱は、1874 年の台湾出兵や 1875 年の江華島事件、1877

年の西南の役では軍事輸送を担当することにより、政府の保

護を受けることになった。国内諸海運業ばかりでなく、英国

の P＆O 汽船の成果までも利用し、“東洋の海上王”と呼ばれ

るまでに大成した。しかし、政府は三菱の独占を警戒して、

品川弥次郎らが設立した共同運輸株式会社と対抗させた。両

者は激しい貨客の争奪戦と運賃の値下げ競争を繰り広げ、そ

の結果、共倒れ状勢になり、ついに政府が仲裁に入り、両者

が合併し、1885 年に日本郵船会社を創立した。だが、弥太郎

はその結果を見ないまま、同年２月７日に病死した。弥太郎

の死後は弟の弥之助が跡を継ぎ、三菱財閥発展の基礎を作っ

た。以上の経緯により、現在の三菱財閥が成り立っており、

岩崎弥太郎の生い立ちとなっている。 

7. 安芸市内での取り組み 



 これまでに安芸市内で行われた岩崎弥太郎を活用したイベ

ント等の取り組みとして「土佐龍馬であい博」と「商い甲子

園」のヒアリング調査を行い、その報告と私の見解を述べて

いく。 

7.1 「土佐・龍馬であい博」 

   2010 年 1/16~2011 年 1/10(360 日間) 

・観光客数 総人数：924,903 人 １日当たり 2,567 人 

・安芸会場 総人数：113,017 人 １日当たり 313 人 

当時放映されていた「龍馬伝」の人気は非常に高く、年間

平均視聴率は 18.72％で、最高視聴率は 24.4％にもなった。

この人気ぶりを最大限に活用し、PR した観光イベントが「土

佐・龍馬であい博」である。 

「土佐・龍馬であい博」では、高知県の各地で観光施設を

設置して「龍馬伝」の PR を行い、龍馬が脱藩した時に通っ

た山道やドラマ中に登場してきたジョン万次郎や中岡慎太郎、

岩崎弥太郎の縁のある高知市・土佐清水市・梼原町・安芸市

の 4 会場に彼らに関する歴史などの情報を展示していた。こ

れにより「龍馬伝」で興味を抱いた視聴者を観光客として誘

致することに成功し、多大な経済効果を得ることが出来たこ

とからこのイベントは成功を収めたと考える。 

 
図 7.1-1 「龍馬伝」による経済波及効果 

 

また、以前の 2006 年に放送されていた「功名が辻」をき

っかけに、であい博と同様の観光イベントである「二十四万

石博」が高知市で開催されており、「龍馬伝」の影響力がどれ

ほど「土佐・龍馬であい博」に影響を与えたのかを比較して

みたいと思う。下記の図 5.1.3-2 を見てみると明らかに来客数

が「土佐・龍馬であい博」に劣っていることから、いかに「龍

馬伝」の影響力が大きいかということが伺える。 

 
図 7.1-2 土佐・龍馬であい博と二十四万石博との比較 

 

安芸市には岩崎弥太郎の生家という魅力があるため、これ

を PR するために岩崎弥太郎こころざし社中というサテライ

ト会場を設置し、岩崎弥太郎についての歴史や資料などを展

示していた。そのため、連日こころざし社中には多くの観光

客が訪れており、例年に無いほどの賑わいを見せていた。こ

の岩崎弥太郎を魅力とする PR は成果が出ていたのではない

かと考える。 

課題 1 
・龍馬伝としての一時的な盛り上がりで終わってしまい、

龍馬伝を通して安芸市自体の魅力を観光客へアピールするこ

とが不十分だったと推察する。龍馬伝に関する観光目的だけ

ではなく、安芸市の豊かな食材や市の雰囲気などの魅力を感

じてもらい、安芸市という市の良さを求めてまた観光にみた

いと考えるリピーターの創出が不出来だったことが考えられ

る。 

改善 1 

 ・「土佐・龍馬であい博」と連動して安芸市内で安芸市の特

産品を扱った物産展やグルメ大会などの食に関するイベント

も行えば、食べ物を通して県外からの観光客に安芸市の食べ

物は美味しいという好印象を与えることが出来たのではない

かと考える。安芸市は上記の 5.2 （安芸市の特色）でも挙げ

たようにナスや柚子、ちりめんじゃこなど美味しい食べ物が

豊富であることが強い魅力なのだから、これらを観光客の人

達に知ってもらう機会を設けることが最も重要だったと考え

る。岩崎弥太郎の生家だけでなく安芸市という地域としての



ブランド力をもっとアピールしていかなくてはならなかった。 

課題 2 
・安芸市では岩崎弥太郎の生家や岩崎弥太郎こころざし社

中などの観光施設を見るだけで終わってしまい、日帰り客や

別の地域に宿泊客を逃してしまったことが課題であると考え

られる。桂浜や高知城などの中部主要観光地と幡多地域(四万

十や足摺)では、日帰りより１泊２日が多くなっており、特に

幡多地域は２泊３日の割合も高いことが図 5.3.1-3 から読み

取ることが出来る。

 

図 7.1-3 平成 22 年度 観光客 宿泊動向割合 

 
改善 2 

 ・幡多地域で宿泊客が多いのは、幡多地域では移動距離が

長いために訪れたら一泊しないと行きたい観光地をすべて回

れないという状況が考えられる。これは、高知県の横に長い

地形特有の状態なので致し方ないと考えるが、東部地区も西

部と条件としては、ほぼ同等であると言えるので文句は言え

ない。そこで安芸市は、近隣の地区と連携体制をとり、イベ

ント期間を他市と繋げることで東部地区に行けば、どこかで

イベントが行われているといった戦略を立ててはどうだろう

か。東部の各地区のイベントを回って、明日には帰らなくて

はならない、疲れきった観光客は帰る翌日のことを考えて、

なるべく西の地域で宿泊したいと考えるはずである。そして、

必ず通る安芸市は宿泊施設が充実しているので安芸市で宿泊

し、翌日に帰るといった思惑がうまくいけば課題も改善する

のではないかと考える。 

7.2「商い甲子園」 

 「商い甲子園」とは安芸市商店街内で高校生を対象とし、

各学校のオリジナルテーマに添って工夫を凝らした商品の展

示・販売方法などを競う安芸市商店街が独自で始めた大会で

ある。東京から招いた経営の専門家や安芸商工会議所メンバ

ーらの覆面審査員や買い物客が出場チームを評価することに

なっている。最優秀賞の「岩崎弥太郎賞」や優秀賞の「安芸

本町商店街振 岩崎弥太郎像組合賞」など７賞が与えられる。 

この大会は毎年、高校生達の夏休み期間を利用して行われ

ており、開催期間も真夏の炎天下で行うことを考慮して、１

日限りで、しかも、約 3 時間程度しか行えていないというも

のである。また、各自の商品を販売して得た利益はその学校

の利益として扱うように設定しており、費用計算や利益計算

など「商い」を学ぶにふさわしい主旨となっている。 

大会の目的としては、商いの神様とも言われた岩崎弥太郎

の承認魂を生誕の地である安芸市で高校生にも「商い」の面

白さや大変さを学んでもらい、岩崎弥太郎のような商人を目

指してもらおうという目的で 2008 年から開催されている。

また、大会の終了後には、参加校の学生達または実行委員の

方達と交流会というものを催しており、各学校間の触れ合い

を通してコミュニケーションを学ぶことも大会の目的の中に

含めている。 

なお、「商い甲子園」という名称は、「商い」で名を成した

三菱財閥創始者・岩崎弥太郎が安芸市出身であることから、

商いと安芸の「あき」をかけるとともに、同市をキャンプ地

とする阪神タイガースの本拠地が「甲子園」であることから

命名された。 

 以下の文章では、（元）全国「商い甲子園」実行員長の方に

ヒアリング調査を依頼し、調査してきた報告と私の見解や分

析等を述べたものとする。 

開催された当初の平成 20 年度、参加校は高知県では山田高

等学校、安芸桜ヶ丘高等学校、愛媛県では愛媛県立東温高等

学校の 3 校でチーム数は 10 チームという小規模の「商い甲

子園」だった。しかし、毎年継続して開催し、高知県内のす

べての高校に「商い甲子園」の PR と招待状を送ったり、県

外の高校に対しても招待状を送ったりするなど、精力的に PR

活動を続けたことによって少しずつではあるが、参加校を増

やすことに成功した。その結果として第 7 回となる平成 24



年度の「商い甲子園」では大分県の大分商業高等学校や安芸

市と姉妹都市提携も結んでいる兵庫県の龍野北高等学校、愛

媛県の愛媛県立三島高等学校、宮城県の明成高等学校などが

参加してくれたことで全国的な広がりを見せることができた。

参加校は 16 校になり、チーム数は 26 チームにまで規模を拡

大することが出来た。この成果を分析すると、初めて「商い

甲子園」を開催した時に県外である愛媛県の東温高等学校の

参加が大きかったのではないかと考える。高知県内の高等学

校ばかりが募って大会を行うのも悪くはないが、同県民ばか

りではやや話題性や文化が似通っていて他の人達からの注目

度は集まりにくいのではないかと考える。そういった意味で

は、県外から東温高校が参加してくれて、愛媛県なりの文化

などの新しい風情を与えてくれたことが最も大きいと考える。 

 「商い甲子園」の当初の形式としては、愛媛県の東温高等

学校は地元の特産品などを持ち寄って販売を行っていたり、

高知県の桜ヶ丘高等学校は学校の教育の一環でネット通販を

通して購入した既製品を出品し、販売をするといった形を取

っていた。だが、第 4 回の開催頃になると、各高校生達が自

分達自身で企画したり、または、商品ができるまでに何か携

わった商品を持ち寄って販売を行うといった、より本格的な

販売方法へと変化していった。特に第 5 回の「商い甲子園」

では、これまでは食べ物ばかりの販売物であったが、愛媛の

東温高等学校が石鹸を自分達で作って販売を行い、なおかつ、

買い物客の前で男子生徒が石鹸を使って洗顔をするといった

デモンストレーション販売を実行した。それにより、買い物

客も商品に対する注目度が高まり、購買力が増大したと考え

る。そして、買い物客が商品を買って帰ろうとすると、試供

品という訳ではないが、ジュースというような品をもう一品、

おまけで提供するといった販売方法に変化させていた。この

東温高校の販売の仕方は、これまでの「商い甲子園」ではな

かった方法であったので、より新鮮味があり、買い物客との

接し方を考慮した気遣いを感じさせた。 

同高校は「商い甲子園」が開催される前日に安芸市に到着

し、生徒達に安芸市とはどういう所なのかを肌で感じ取らせ

るために歴史民俗資料館や書道美術館などを見て回らせてい

る。そして、夕方になると駅前で翌日の「商い甲子園」のチ

ラシ配りを行い、宣伝活動も行うなど、大会の審査項目には

無いことでも自主的に活動し、「商い甲子園」を盛り上げるた

めの活動をしている。ただ、大会の時間内だけでアピール活

動をし、物を売るという定型式の行為だけでなく、人と接し、

買い物を通して交流を深める意義を自分達で考え、行動に移

した東温高等学校の生徒達は本当に「商い甲子園」に対して

真剣に準備してきたのだとヒアリングをしていて感慨深く思

った。 

また、学生達自身が石鹸販売を企画・製作したことで、買

い物客から商品についての詳細を聞かれたとしても上手く説

明することができ、買い手が買いたくなるようなアピールポ

イントも捉えていたことから、自分達で企画したオリジナル

商品だからこその PR 方法なのだと考えた。 

その他にも、オリジナル商品を販売している高校の買い物

客への商品のアピールの仕方と商品をネットなどで仕入れて

販売している高校のアピールの仕方とを比較してみると、や

はり前者の方が商品への思い入れや商品の強みや良さ、販売

しようとする気迫が違ったように感じたと話していた。 

高校生達の「商い甲子園」に対する姿勢や販売している懸

命さを見て、「商売をする」というのはどういう意味を持たな

くてはならないのか、気持ちの持ち方や姿勢などを今まで以

上に良いものにしていかなくてはならないと改めて学び直す

ことができるという話を聞き、若い人達が「商い甲子園」の

ような人と触れ合う機会の中で及ぼす良い影響力は双方にと

って大きいと感じた。 

愛媛県立西条高校のある教師が、高校生達が商店街に集ま

ってただ獲得した賞の良さを競うのは、一つの楽しいイベン

トとしては良いことだけれども、教育的視点から見た限りで

はそれと同時に、参加したことによって安芸市の商店街がど

れだけ活性化するか、という影響力を高校生達に実感させる

ことがイベントに参加する意義や目的にするべきであると言

っていたという話を聞いた。安芸市の商店街を活性化させる

ために学生一人一人に自分が参加することで生まれる影響力

があるのだと考えさせることで、活動の目的に意義を見出し、

イベントを通して様々なことを学んで人間的に成長して欲し

い、という考えがあっての持論なのだろうと思った。そうい

ったそれぞれの学校の中で独自の方針に基づいて「商い甲子

園」に臨んでいるとしても、安芸市の商店街が活性化するた

めに自分達が出来ることをいろいろ考えてくれている学校も

あるのだと知り、とても嬉しい気持ちになると同時に、これ

からも交流を深め、繋がりを何よりも大事にしていかなくて

はならない。 



課題 1 
・これまでは「商い甲子園」の開催当日に店を構える場所

を抽選で決めていたが、入口付近の店と真ん中付近の店の売

上高に差が出てしまい、公平性が課題となった。 

改善 1 

・事前に抽選を行っておいて、あらかじめに出店する場所

を決めておくことにする。それよって、開催当日に他の高校

よりも少し不利な場所なっても慌てなくて済むことや不利な

場所なりにでも対策を考えて当日を迎えることが出来るよう

にしたことである。これにより、誰が不利な場所になるかわ

からない状態であり、かつ対策を取れる期間も均等であるた

め、公平性の課題は改善出来ると考える。 

課題 2 
・毎年ごとに参加校が増えて来ている現状を鑑みて、この

まま参加高校が増えていくと、出店するチーム数も増えるこ

とになり、現在の安芸市商店街の規模では入りきらない状態

になってしまうことや、買い物客の呼び込みも行ってさらに

集客しなくては、売上額が上手く分配されずに大赤字となっ

てしまう高校が出てくることが考えられる。 

改善 2 

 ・参加校が想定以上に増えてしまった場合には、高校生の

夏休み期間の間に開催する回数を 2 回に分割し、1 回分の負

担を分けることで出店スペースのゆとりや売上額の分配など

の均等を確保できると考える。しかし、同じジャンルの商品

を販売する機会を 2 回も開催してしまっては買い物客の興味

を惹きつけることは難しいと考える。そこで、ジャンルを各

開催毎に変更することでまた違った楽しみやバリエーション

を広げることができると考える。具体的には、1 回目の開催

では食べ物のジャンルで販売を行い、2 回目の開催では石鹸

のような生活用品といった例で開催すれば、買い物客のマン

ネリ化は防ぐことが出来ると考える。 

課題 3 
・商店街側は、「商い甲子園」で商店街を活性化させたいと

考えているが、安芸市役所側はイベントを通して安芸市自体

を活性化させたいと考えているために商店街側と行政側の目

的の重点が食い違っている。そのため、まだ上手く連携が取

れていないので、民間が主体となって「商い甲子園」を運営

している現状では、さらにイベントの規模が拡大してくると

深刻な人手不足になってしまう。 

改善 3 

 ・まずは全国商い甲子園実行委員の人達が安芸市住民に対

して署名活動を行い、その書類を用いて安芸市役所の商工観

光水産課と正式な会議の場を設ける必要ある。その場で融和

策を話し合い、お互いの総意に基づく結論を出すしかないの

ではないかと考える。そして、行政と商店街の二人三脚で「商

い甲子園」を全国規模までの拡大化へ向かい、商店街だけで

なく、安芸市自体の地域活性化に繋げて行かなくてはならな

いと考える。 

課題 4 

 ・オリジナル商品を製作し販売する高校とショップなどで

商品を仕入れて販売する高校という風に各学校によって販売

する戦略の違いが存在する。その違いによって、商品を売り

込む話術や手作り感のある商品だから買い物客から好感を得

やすいといったように売上に影響が生じた事例が出たことが

課題である。 

改善 4 

 ・オリジナル商品を製作している高校と商品を仕入れてい

る高校の評価をする判断基準を区別して行うことにした。各

高校にもそれぞれ諸事情を抱えている中で、自分達なりの戦

略を用いていることを考慮して審査をしないとオリジナル商

品を作らなければ勝負にならないとなってしまうことが危惧

されるからである。オリジナル商品を製作している高校の部

門と商品を仕入れている高校の部門という感じで審査を行う

ことで審査は各学校に沿った基準で判断してすることで評価

の公平性を保つように改善した。 

「商い甲子園」に今後期待すること 
愛媛県立東温高等学校が自分達の文化祭で安芸市の芋けん

ぴを仕入れて販売を行ってくれたということがあった事例を

きっかけに、「商い甲子園」に来た高校生が「商い甲子園」を

通して安芸市の特産物を気に入ってくれて、それぞれの地域

の文化祭等で販売をしてくれるといった形態を以降の「商い

甲子園」の中で構築していければ、さらなる安芸市の魅力の

PR 活動の拡大へ繋がっていけるのでは、と期待していると話

されていた。商店街自体を大きくしたい。 

 また、「商い甲子園」という１日限りのイベントだけでは地

域も活性化するのは難しいので、少しでも参加してくれた高

校生達の印象や充実を味わってもらえるように前回の「商い

甲子園」から民泊を始めたという話を聞いた。まだ 5,6 校ほ



どではあるが、現地で宿泊することで英気を養い、イベント

に向けて臨む意識を高めるといったことや、一度宿泊した旅

館が気に入ってくれれば、次年度以降の参加の時にもずっと

利用してもらえることになるなど地域間の繋がりが結べるの

ではないかと期待しており、これから民泊してくれる高校を

増やして行くつもりであるとのことだ。そして、いずれ最終

的には、安価で民泊が出来るようなシステムを作り、すべて

の参加校の生徒達に民泊をしてもらうことで、前夜祭を企画

したり、各学校間の交流が親密なものにしてもらって、もっ

ともっと「商い甲子園」を盛り上げていきたいと話していた。 

8. 人物を活かした活性化事例 
8.1 熊本県小国町の事例 
 熊本県小国町は、郷土の偉人である医学者、北里柴三郎が

提唱した「学習と交流」の精神を受け継ぎ、人材育成事業に

よって町の活性化を図っている。それを担っているのが、町

の外郭団体で、九州ツーリズム大学や「おぐに自然学校」な

どを主催する財団法人学びやの里である。九州ツーリズム大

学は、地域の資源を活かしてツーリズムを実践していく人材

の育成、情報の発信、ネットワーク作りを行っており、学び

やの里が事務局を務めている。また、小国町は、「農山村の地

域資源や生活文化を基盤とした新しい体験型の旅のスタイ

ル」をツーリズムとしている。 

北里柴三郎は、当時の北里村（現小国町北里）に生まれ、

破傷風の血清療法の発見と、純粋培養法の確立は彼の大きな

業績である。福澤諭吉などの援助を受けて伝染病研究所を設

立し、日本の近代医学に大きな足跡を残した。自らの体験を

元に「学習と交流」を提唱し、実践したその精神を受け継ぎ、

将来に繋げることをねらって町が学びやの里構想を企画した

ことが成り立ちである。 

 九州ツーリズム大学は、1996 年に開講し、小国町を主なフ

ィールドにしながらも、町から 100ｋｍ圏内の周辺地域をキ

ャンパスに見立てている。町内では、フィールドワークとし

て各集落い入り込んでの地域資源探索や旅館でも「おもてな

し研修」、農家直売所での実習、農業体験、ジャージー牛の乳

搾り体験、町の伝統的な「草原のうさぎ追い」などをカリキ

ュラムに組み込んでいる。 

 入学者は、当初は地方在住の定年組が多かったが、最近は

若者や女性、都市居住者が増えている。2006 年度の 10 期ま

でに 1,500 人の卒業生を送り出している。卒業生の年齢は、

10 代から 70 代と幅広く、卒業生は九州を中心に全国に広が

っている。 

 「おぐに自然学校」は、九州ツーリズム大学の初等教育機

関と位置づけており、自然との触れ合いを通じた環境教育や

食農教育のプログラムを提供している。幼児向け自然学校、

週末自然学校、ファミリー向け自然学校のほか、短期・長期

のキャンプやエコツアーといった自然体験に加え、環境教育 

セミナーや自然体験活動の指導者養成講習会なども開いてい

る。これは、子供達に対して、体験を通して成長期において

自然と触れ合うことの大切さを伝えている。 

 北里柴三郎の生誕地である同町北里地区は古くから教育に

熱心な土地柄だったことが背景にあり、私塾や私立の小学校

など、多数の教育機関が開設された。毎年 6 月にはこれらの

施設を利用して、北里柴三郎博士祭りを開催している。この

ように北里柴三郎の理念や志などを汲み取り、町の伝統とし

て昔より現代へと受け継いでいる。その他にも、「学習と交流」

の精神に基づく施設を建設している。それが「木魂館」であ

る。 

 1988 年に建設した「木魂館」は小国の伝統的構法である置

き屋根をヒントにボックス（箱型断面）梁という新構法を取

り入れた、研修と宿泊の機能を持つ建物である。学びやの里

もここを拠点にしており、各種のシンポジウムやコンサート

などが開かれ、町の地域づくりの中心施設となっている。 

 同町は新しい地域づくりとして、町制施行 50 周年にあたる

1985 年に、木の復権を目指した「悠木の里」づくりを始めた。

当時、熊本県の呼びかけた日本一づくりに呼応したものであ

った。木造建築による地域デザインづくりから始め、山村で

の暮らしの質を高める取り組みに繋げた。 

 以上のような徹底した北里柴三郎の理念に基づくまちづく

りを地域住民が長い時間をかけて積み上げてきたことで、独

自性の高い地域づくりが完成している。九州ツーリズム大学

の卒業生の中には、卒業後も同町での地域活動やイベントに

関わりを持っている人や、移住した人、町内で農家民宿や農

家レストランを開業した人がいるなど、小国町の魅力に惹か

れた人達が多く存在している。小国町ならではのまちづくり

を通して地域に活性化をもたらしている。 

8.2 考察 
北里柴三郎が説いた「学習と交流」を体現できるようなま

ちづくりの構想が地域住民の中で統一されており、地域の活



性化に向けて全員が真摯に取り組んだ結果であると考える。

また、人々の認知度が低かった「ツーリズム」という概念を

あえて採用し、それを体験・学習できる機関を完備するとい

った活性化へ向けた高い意識のあるまちづくりを徹底して行

ったことで人々の興味や関心を惹きつけることができ、地域

活性化へ繋がっているのではないかと考える。 

9. 今後の課題 

現在の全国「商い甲子園」実行委員は 10 人で構成されてい

るが、圧倒的に人員不足である。それは、安芸市商店街地域

の住民の方達が「商い甲子園」を実施することで、本当に自

分達の暮らしが改善されるのか、と懐疑的な思いを抱いてお

り、意思統一がまだ徹底しきれておらずに参加することを渋

る人達が多いためである。 

 「商い甲子園」を行うことで安芸市商店街が得るメリット

や影響力、人達の助力を誘う努力の姿などをアピールしてい

くことで「商い甲子園」に対する意識の高まりや認知度、行

う重要性などを理解してもらい、どれだけ賛同をしてくれる

人を増やしていけるかが、今後の課題である。 

10. 結論 

 安芸市を活性化させていくためには岩崎弥太郎を活用して

行っている「商い甲子園」の拡大が最も有力ではないかと考

える。 

愛媛県立東温高等学校が自分達の文化祭で安芸市の芋けん

ぴを仕入れて販売を行ってくれたことを事例として挙げ、「商

い甲子園」に来た高校生が「商い甲子園」を通して安芸市の

特産物を気に入ってくれて、それぞれの地域の文化祭等で販

売をしてくれるといった形態を以降の「商い甲子園」の中で

構築していければ、さらなる安芸市の魅力の PR 活動の拡大

へ繋がると考える。また、それを通して民間企業の注目やメ

ディアにも取り上げてもらえれば「商い甲子園」も大々的な

宣伝効果を持てることや「商い甲子園」に参加する高校に民

間企業が商品の委託販売を要請してくるというような販売経

路の広がりにも繋がることが期待できる。その逆もしかりで、

県外高校の文化祭等のイベントの時には、安芸市の商店街な

どである安芸市の特産物の委託販売をその高校に依頼して,

普段では販売することがない地域にも販売経路を広げること

が出来るのではないかと考えている。 

 このように「商い甲子園」は、まだ発展途上にあるイベン

トであるので、規模の拡大や多角化戦略、改善方法、ビジネ

スチャンスなど、素晴らしい可能性が眠っていると考える。

これから「商い甲子園」を通して様々な地域や人や企業など

を巻き込んで多くの利用者を創出していくことで、「商い甲子

園」自体も拡大していき、イベントを行う安芸市に企業が経

済効果を期待して進出してくることが期待出来る。それによ

り、企業の委託販売所やこちらから物産を出荷する時に商品

の管理・受注・発送などを担当する中継所のような店舗が出

来るということも一つの可能性として考えられる。そうした

店舗が出来ることで雇用の創出が生まれる。安芸市内の人材

雇用が増えることでヒト・モノ・カネの流通が形成され、経

済力が回復してくる。働く場所を確保して採用人数を増やし

ていき、民間企業と行政がタイアップする形態を構築出来れ

ば、職場環境や福利厚生などのサポートを安芸市行政が請け

負うという連携して出来ると考える。働く企業を求めて県外

に出ていった安芸市の若年層の人達もこうした環境を見て、

地元で働きたいという気持ちはあったが、雇用がなかったか

ら県外に来たという理由もあった人達が安芸市に帰って来て

くれるかもしれない。雇用が増えるということで、安芸市に

住む人や安芸市内の商業施設を利用する顧客が新たに出来る

などといったことが想定され、U ターンしてきた若者や「商

い甲子園」などを通して安芸市を知り、住んでみたいと考え

る人が住むことによって安芸市の問題として掲げた人口減少

や少子高齢化も改善していけるのではないかと考える。 

また、これから安芸市商店街と安芸市役所の目的意識の融

和を図り、行政と民間が全面協力で「商い甲子園」を開催し

てくことを目指さなくてはならない。民間の力が主流で行っ

ていては、いずれは開催までの工程の処理が追いつかなくな

ってしまい、立ち行かなくなってしまう事態が起こりうると

考える。だが、「商い甲子園」の将来性を考えるといずれは直

面する問題でもある。その状態になってから対策を取ってい

ては手遅れになってしまうので、一刻も早い対応が望ましい。

私も、今回この話を聞き、問題の改善は難しい所であると感

じたが、安芸市役所職員として双方の歩み寄りに尽力できる

よう、パイプ役となり、より良いまちづくりを目指していき

たいと考える。 
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